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韓人共産主義運動の特質

螺
李 命 英
(成均館大学 教授)

韓 民 族 に,共 産 主 義 思 想 が 入 っ て きた の は,1920年 代 の 初 め であ った.時 あ た か も,3・1運 動 の

挫 折 に よ り,韓 民 族 が,落 胆 と虚 脱 感 に 陥 って い た 時 で あ る.貧 富 の 差 を な くす とい う主 張 も魅 力

が あ ったが,弱 小 民 族 の解 放 とい うス ロ ー ガソ は,よ り一 層 魅 力 的 で あ った.こ れ に よ り,多 くの

独 立運 動 家が モ ス ク ワへ 視 線 を 向 け 始 めた.

独 立 運 動 家 と して,一 番最 初 に,共 産 主 義 と手 を つ な い だ 人 は 李 東 輝 で あ るe/か れ は,既 に,

1918年,露 領 ハ バ ロフスクに お いて,韓 人社 会 党 とい う,アジア 地 域 最 初 の 共 産 主 義 政 党 をつ くっ た。

しか し,か れ は,共 産 主 義 理 論 を ま と もに 理 解 し得 る よ うな 共 産 主 義 者では な か っ た.に もか か わ

らず,か れ は,レ ー ニ ソ政 府 の 「弱 小 民 族 解 放 」 の スn一 ガ ソに 魅 せ られ,ソ 連 に よる 援 助 と独 立

を 得 ん もの と,共 産 主 義 の 旗 じる しを 高 く掲 げ た の で あ った.ソ 連 の 援 助 を 充 分 に 得 る た め に は,

そ れ だ け,共 産主 義運 動 を大 い に展 開 しな けれ ば な ら な いnそ れ で,か れ は,中 国 の上 海 に お い て,

大 韓 民 国臨 時 政 府 の 国 務 総 理 の 座 に あ りな が ら,片 方 で は,高 麗 共 産 党 を造 り も した の で あ るn19

21年1月,上 海 に お い て 発 足 した 高 麗 共 産 党 は,モ ス ク ワ よ り もら った 工作 金 に よ り,韓 国 内 と満

洲 の 韓 民 族 社 会へ,宣 伝 と組 織 を 浸 透 させ た だ け で な く,中 国 と台 湾,そ し て,日 本 の共 産主 義 者

た ち まで も支 援 した の で あ る.

こ こで しぼ ら く,ア ジ ア各 国 の 共 産 党 が 創 設 され た 時期 を比 較 し て 見 る と次 の通 りで あ るth　　中 国

共 産 党 は1921年7月 で あ る"t日 本 共 産 党 が 組 織 され た のは1922年,そ し て イン ドシ ナに 南 洋 共産 党

が 組 織 され た のは1925年 で あ る.イ ン ドは1926年 であ る。 韓 人 た ち の 共 産 主 義 運 動が,海 外に て 展

開 され つ つ,そ れ が,遂 に,国 内 に お い て,組 織 の根 を お ろす よ うに な った の は,後 述 す る通 り,

1925年4月,ソ ウル で 発 足す る こ とに な る 朝 鮮 共 産党 で あ る.

韓 人 独 立運 動 家 た ち は,第1次 世 界 大 戦 後 開 かれ た,二 つ の 会議,即 ち,パ リ会 議 と ワシ ン ト

ン会議 に,敏 感 な 期 待 を 寄 せ た.そ れ は,言 うまで もな く,ウ ィル ソ ン大統 領 の 民 族 自決 の 原 則

が,如 何 に適 用 され るか に対 す る期 待 に よる の で あ った 。 殊 に,ワ シ ソ トン会 議 は,太 平 洋 問 題 を

取 りあ げ る と して,関 心 が よ り大 きか った.と こ ろが,全 ては 虚 しか った.韓 国 の 独 立 は 言 うに

及ば ず,韓 国 に対 す る い さ さか の 関 心 も表 明 され な か った の で あ る 。 この 時,ち ょ うど,レ ー=

ン政 府 は,極 東 勤 労 者大 会 を 召 集 した 。1922年1月,モ ス ク ワで 開 催 され た この大 会 に参 加 した 韓

人 は 全 部 で52名 に の ぼ り,中 国,日 本,蒙 古,イ ン ドな どの 国 の 代 表 団 よ り も大部 隊 の 代 表 団 で

た 。

後H,民 族 主 義 者 と して,ま た,共 産 主 義 者 と して も有 名 に な った 人た ちが 入 り混 って い た この

代 表 団 の 規 模 は,モ ス ク ワに 対 す る韓 人 た ちの,高 い 関 心 振 りを 端 的 に 物 語 って くれ る。

事 実,亡 命 独 立 運 動 家 た ちに,暖 い 同情 の ま な ざ しを 与 え,同 志 的 紐 帯 の もて な しを 施 して くれ

る者 は,当 然,レ ー ニ ン政 府 しか な か った 。 旅 費 を与 え,宿 泊 と食 事 を提 供す るに と ど ま らず,」E!,

動 資 金 ま で も与 え た。 モ ス ク ワ万歳 を 叫 び た くな った で あ ろ うか れ らの心 情 が 理 解 で き る。 そ うこ

うし て い る 中 に,共 産 主義 の 波 は,徐 々に,し か し,着 実 に 浸 透 しは じめ た こ とは言 うま で もな

い、 しか し,一一方 て は,少 な か らぬ 独 立 運 動 家 た ち が,レ ー ニ ン政 府 に 失 望 し,背 を む け は じめ た ・

そ の 最 初 の き っか け は,1921年6月 に 発 生 した,あ の有 名な,「 自由 市 惨 変 」 で あ る 。

シ ベ リヤ の 自由 市 に集 結 した韓 人武 装 兵 力が,赤 軍 に よ って,多 数 が 殺害 され た この 事件 は,韓

人 た ち を 驚 愕 させ た.「 弱 小 民 族解 放 」 を 支 援す る との 赤軍 が,祖 国 の 独 立 の た め 闘 お うとす る弱

小 民 族 の 軍 人た ち を,ハ エ を 殺 す よ うに,一 挙 に 惨 殺 す る とは 。 韓 人独 立 運 動 家 た ち は ソ連 とい う'

国 を 見 直 さず に は い られ な か った.そ の 上,事 態 は,泣 き面 に 蜂 と化 したnシ ベ リヤに 出 兵 中 のH

本軍 が,1922年10月,全 員 撤 兵 す る や,そ の 時 ま で,赤 軍 とい っ し ょに,H本 軍 と,決 死 的 に 闘 っ

て きた 韓 人独 立 軍 が,レ ー ニ ン政 府 に よ っ て,全 て,武 装 解 除 され た の で あ る。 必 要 な時 に は,独

立 を 支 援 す る との約 束 を エ サ に,欲 しい だ け 利 用 し,急 場 を しの く・と,今 度 は,自 分 の 領:ヒの 中 で

独 立運 動 を しては な ら な い とし て,武 装 解 除 を した の で あ るnこ の よ うな裏 腹 違 いの 共 産 党 を,こ

れ 以 上 いか に 信 じられ よ う,と い う こ とで,独 立運 動家 た ち は,み ん な,歯 ぎ し りLた の で あ っ

た 。 この よ うな 経 緯 か ら,韓 人 た ち の 間 に は,「 ア メ リカ をあ て にす る な 、ソ連 に そ むか れ る なか

れ1と い う格 言 まで 生 まれ た の で あ っ た。

ll。

ソ連とい う共産国家の出現に期待を掛けたがそむかれた韓人独立運動家の うち,そ の代表的入物

が李東輝である。 レーニソが直接会って,握 手 し鼓舞してや り,お だてあげ,工 作金を くれてやっ

たその李東輝を,ソ 連は,結 局,い かに待遇 したのであったか.民 族的偏向(祖 国の独立に窮極的
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目的 を置 き・ 共産 革命 に は 窮 極 的 目的 劇 置か な い:と に 対 す る非 難 を ,共 産 党 は この よ うに 言 う)

が 強 い との理 由 で,結 局 は,い か な る活 動 も和 ∫能 な よ うに した の であ った.伝 説 の 抗 日英 雄 金 日

成 将 軍(本 名 金光 瑞1911年 鷺本 陸 士 卒)の 場 合 も,ま た 同様 であ った.1千 余 名の 独 立 軍 を ひ き

い,赤 箪 といv-,し ょに 闘 った か れ は,武 装 解 除 を避 け る た め ,部 隊 を ソ ・満 国境 に 移動,屯 田 兵 制

を 実施 しなが ら,引 き続 き独 立運 動 を 模 索 した の で あ るが,ソ 連 の 背信 の た め に,最 後 ま で,志 を

全 う し得 なか っ た の で あ る。 結 局,ソ 連 の 日的 は ,弱 小 民 族 の 独 立 に あ った の で な く,「 社 会 主 義

祖 国 」 とい う名 の 下 に,ソ 連 を 「祖 国 」 と して あが め る こ とを 条 件 とす る,各 国 に 対 す る,共 産 革

命 が そ の 目的 で あ っ た の で あ るn

初期 の独 立 運 動 家 た ちが,頼 る と ころす ら全 くな い,そ して,冷 厳 な国 際 政 治 の 中 で,わ ず か の

拠 り所 と して・一 縷 の希 望 を 托 し,モ ス ク ワを 仰 ぎ見 た の で あ った .と こ ろが,非 常 に 恥 ず か し い

挫 折 を味 わ い ・ 背 を 向 け て か ら も・ 依 然 と して ・ ソ 連 と共 産 主 義 に 対 す る魅 力 を忘 れ ることの

で きな い一一一一・Ejiの韓人 た ちが あ った こ とは もち ろ ん で あ るnこ れ ら に よ っ て,慎 重 に運 ぽ れ た 足 跡

に雨 水 が 溜 ま り,そ の 雨 水 が す ぐ小 川 とな って 歴 史の 小 流 を 成 し,そ の 小 流 は,ま た,程 な くし

て,歴 吏 の 江 とな って,1925年4月,遂 に,ソ ウル に お い て,朝 鮮 共 産 党 の 組 織 を見 る に至 った

の で あ る 。

この 時 か ら,国 の 内 外 の 韓 人 社 会 に,共 産主 義 運 動 が どん どん 成 長 し始 め た。

韓 入 共 産主 義運 動 の 特 徴 は,初 め か ら,理 論 を充 分 に消 化 し得 な い まま,ひ たす ら闘 争 の ス ロ ー

ガ ン と行 動 の 方針 だけ で,共 産 主 義 を受 け 入れ た 点 で あ る。 従 って,性 急 に,実 践 運 動 を先 立 て た 。

こ の,充 ち溢 れ る行 動 主 義 は,左 傾 冒 険 主 義 盲 動 路 線 と い う 誤 ち を生 むに 適 し て いた
。 貧 富 の差

の 原 因 を,専 ら 「搾 取 に よ る私 有 財 産制 度」 へ 帰 着 させ ,亡 国 の原 因 を 帝 国 主 義 に,帝 国 主 義 の 原

因 を 資 本 主 義 へ と単純 化 させ た。従 って,独 立 の成 就 と公 平 な社 会 の建 設 は,ひ たす ら 資 本 主 義制

度 の 打 倒 に あ る と した 。 この,暗 示 と断 定 に 充 ち た主 張 の 前 で,共 産 主 義運 動 は ,日 を追 って,行

動 力 を増 して行 った の で あ る。 この運 動 には,二 つ の 原 則が あ った.一 つ は,無 慈 悲 な 「暴 力 闘 争 」

であ り,も う一 つ は,プ ロ レタ リア国 際 主 義 の た め の 「祖 国 ソ連 邦 の 確 固 と した 擁 護 」 で あ った n

これ を 守 ら ない 者 は 「反 動 分 子 」 「帝 国 主 義 の ス パ イ」 「ブ ル ジ ョア 民 族 主義 者 」 で あ った の で あ

る。

共産主義者たちは,共 産主義を支持 しない人間を,無 条件に,敵 に仕立て,無 慈悲なる暴力闘争

の対象とした。その最 も代表的な事件が,1930年 王月に発生した,民 族主義独立運動の巨将金佐鎮

将軍に対する共産主義者たちの暗殺であった。この事件は北満の中東線鉄道の山市姑とい う所で起

きたn韓 族の抗 日武力闘争の歴史において,金 字塔の戦勝記録をたてた,1920年10月19臼 から22日

にわたる,凍 満の和竜県青山里における,日 本帝国主義軍隊 との一一大伽繊で,指 揮総司令であった

金佐鎮将軍を,其 産主義者たちは,た だ,主 義が異なるとい う一一」つの理由のために,敢 て殺害した

のであったe

さらに身のIliのよだつ ような事件は,同 年(1930年),東 満の 延吉県銅仏寺というところで発生

した殺父会事件である。270名 の父親たちが,一 晩のうちに命を 失った事件である。青年たちが革

命を行 うと密議しながら群歩 くのが危険であると,父 親たちが,心 配のあまり,鎮 静をうながした

として,親 たちを反動 として追い込み殺父会を組織 したのである。そして,無 慈悲な革命的気慨を

見せるとか言って,互 いに親を替えて担当し,一 晩のうちに270入 を殺害したのであった。

世界の共産主義運動史上,こ のような極左的蛮行は,そ れ までなかった。共産主義者たちは民族

主義独立運動家たちを 「封建的反動分子」に,「 ブルジ ョアの代弁者」に,そ して,「帝国主義の手

先」に追い込み,打 倒の対象にしたのである。従って,民 族主義者たちは,ま た,共 産主義者たち

を 「赤色帝国主義の手先」,他 国(ソ 連)を 祖国と呼ぶ 「民族反逆者」に,そ して,自 由を抑圧す

る 「圧制主義者」に追い込み,打 倒の対象としたのであったn

かくして,共産主義者と民族主義者 は 「階級革命至上」対 「民族解放至上」,「無産者国際主義至

上」対 「民族国家独立至上」とい うはっきりした二つの陣営に分かれ,最 後まで妥協に至らなかっ

た。民族主義者たちの 総本山の大韓民国臨時政府の 「民族解放至上」「国家独立至上」の路線はこ

のようにして形成 されたのである。民族主義者や共産主義者が等しく,抗 日闘争を掲げながら,こ

のように,基 本的理念 と路線の違いにより,協 同戦線を築き得なかったぽか りでなく,互 いに敵対

関係にまで至ったと言 う,こ の歴史的事実のなかで,わ れわれは,1945年 の国土分断の民族内的要

因を探す ことができるのである。ただ,米 ・ソ両国の相反する戦略的利書のためだけに,国 土分断
も

の悲劇があったのではな く,韓 民族自体の内部が先に分裂していたのである。

皿 。

理論的研 さんが 不足す れ ぽ 実践行動 も軽率なものである。1925年4月 に結成された朝鮮共産党

が,わ ずか3年 の間に,4回 の大検挙にあい,組 織が壊滅的打撃を受けたのは,日 帝警察の恐るべ

き能力だけが問題であったのではなく,韓 人たちの軽率な行動にも問題があった。理論武装の不備

からくるこのような体質的欠陥は,コ ミンテルソが朝鮮共産党の承認を取消し,そ の再組織を指図

した1928年12月 のテーゼ以降の,党 再建工作においても如実に現われたのであった。12月 テーゼ自

体が,韓 国の実情に暗い,そ れこそ,公 式に偏った指令文であったのであり,そ れでも,韓 人共産

主義者たちは その コミンテルンの テーゼ を尊重するだけで,自 らのテーゼを生産することは知

らなかったのであった。その結果 として,そ してまた,日 帝の増加する弾圧の結果 として,党 再建

のための数々の試図とねば り強い苦闘にもかかわらず,8・15解 放の時まで,党 再建は成されなかっ

たのである.
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しかし,コ ミソテノしンの指令通 りに,労 働者,農 民のなかに,党 の基盤を構築せんとする地下工

作としての赤色労働組合,赤 色農民組合運動の根は大変ねばり強 くかつ深かった。

また,学 生たちに対する浸透宣伝教養運動も大変執拗だった。その不屈の運動過程において,数

多 くの人たちが投獄 されたが,な かには 獄死 した者もあ り,解 放後,や っと,出 獄した 者もあっ

た。かれらを呼んで,国 内派共産主義者 と言 うが,金 籔沫,朴 憲永,呉 瑛愛,朱 寧河,李 康国,金

三龍,李 舟河,李 承樺,許 成沢等々がその代表的面々である.こ れらの うち,金 綴沫(1892年 生ま

れ)は 平壌に行かず,現 在も故郷の 全羅北道扶安に住んでおり,金 三龍や李舟河は南韓で処刑 さ

れ,残 りは平壌政権に参加したが,全 て,粛 清により.非 業の死を遂げた。

1928年 の12月 テーゼに より,ソ ウルの中央党を失った朝鮮共産党満州総局関係韓人共産主義者た

ちは,一 国一・党の原則に より,中 国共産党に入党することとなった。中共党は,朝 鮮共産党員たち

を入党 させるにあたって,個 別審査と革命的党性の発揮 という二つの前提を提示した.こ うして発

生したのが,1930年5月30日 の間島暴動事件であるe中 共党中央の李立三路線に副い,こ の暴動に

飛び込んだ 韓入たちは,大 変な 勇敢さを発揮 したのであったが,集 団自殺に近い程の犠牲者を出

し おまけに ・ ミソテ・レンからは極左盲動とい う恥辱的批判を受けた・それでも・国を失った労

働移民としての在満韓人農民たちは,そ の二重の劣悪な生活条件が,共 産主義運動の基盤として適

していたがため,多 数の新顔の韓人kち が,中 共党満州省委員会傘下の各級の組織に加担した.こ

うして朝鮮共産党の組織は,満 州から消え去り,以 来満州には,韓 人たち自らの組織や運動は,永

遠になくなることとなった.

1930年 は満 州に おいて,韓 ノ洪 産主義運動が,中 国共産党に 吸収された年であっただけでな

く,そ の運動の性格が,本 来の極左盲動性がより一層,目 に見えて,高 度に発揮された点で,記 録

に残るべき年でもあったe先 にも言及した,5・30間 島暴動事件や銅仏寺における殺父会事件のほか

にも,至 るところで殺人的蛮行が,革 命の美名のもとに敢行されたのであったが,そ の うちの一つ

に吉黒農民同盟事件とい うものがある.1930年 の秋,吉 林省懐徳県五家子…帯の韓入農村を舞台に

して起きた,い わゆる,反 動分子に対する打殺 ・絞殺事件であるnこ れには.今Hの 北韓の金 日成

がi8歳 の若さで,主 犯の一入として関係したとい う重要な事実がある.

韓人共産主義者たちが,中 共党に吸取 されたのちにも,そ の極左盲動性は変らなかった。1932年

5月30日 に発生した,満 洲の盤石県における,韓 人男女53人 に対する大虐殺事件がその代表的ケー

スになるだろう。これは中共党南満特委盤石県委員会が起こした事件である。この組織は,普 通,

盤石薙 党と呼ばれた恥 幹部や韻 刎 まとんどが1献 であった・そ れで・かれらは・2年 前麟

人たちが起こした間島暴動事件記念 日を期して,ふ だん,か れらの指図をないが しろにしていた韓

人たちに対する報復的粛清事業 として,虐 殺を敢行したのであった。この事件に関する記録を紐解

いて見ると,そ の入面鬼心的蛮行に身の毛が よだつ.共 産革命 という名分だけ掲げれば,如 何なる

事で績 化さ泌 ものと思 っていk,当 時の醐 がよ懐 練 ているrt　　反輪 ラ〉駐 して辮 であ

っ た 膏年 を しば って お き,党 の 名 で,死 刑 を 宣 告,そ の 青 年 の 夫 人 に,共 産 主義 に賛 成 しなけ れ ば

い っ し ょに 殺す と威 し,そ の 女性 が 生 き る ため に,共 産 主 義 支 持 と答 えた とこ ろ,支 持 の 表 示 とし

て,夫 の 目の 前 で,共 産 党 員 との 肉体 関係 を強 要 す る等 の蛮 行 ま で も行 った 事 件 で あ る。

1931年9月,1ヨ 本 が,武 力 で 満 州 を 占領,翌 年,カ ィ ラ イ満 州 国 を 建 て るや,中 国 人 た ち の反 満

抗 日武 力 闘 争が 方 々で起 きた。 そ の 中 で,1933年9月 か ら,中 共 党 の 武装 部 隊 の東 北人 民 革 命 軍 も

続 々組 織 され て 行 っ た。 多数 の 韓 人 共 産 主 義 者 た ち も これ に 参 加 した 。 プ ロ レタ リア革 命 の 前 に

は,民 族 とか 国 境 は 有 り得 な い と信 じた 韓 人 た ち で あ っ たが,中 国共 産 主 義 者 た ちは 違 って い た 。

そ れ で 発 生 した の が,1935年 初 頭 の,東 満 の 東 北 人 民 革 命 軍 の 根 拠 地 をifiLで洗 った 民 生 団 事 件 で あ

る.韓 人 た ち は,た だ,韓 人 で あ る とい う ことだ け で,H本 の 手 先 の 民 生 団員 に 見 られ,4百 余 人

とい う多 数 の 人 た ちが 血 の粛 清 に あ った の で あ る。1936年,東 北 人 民 革 命 軍 は,東 北 抗 日連軍 に 改

称 され,そ の第1路 軍 は東 南 満 を,第2路 軍 は 東 北 満 を,そ して,第3路 軍 は 北 満 を 遊 撃 区 と した

が,総 兵 力 は,最 も盛 ん で あ った 時が2千 余 名 程度 で あ ったeか れ らは,山 岳地 帯 の 密 林 の 中 を 移

動 しなが ら,補 給 の た め,無 差 別 な 掠 奪,殺 人,拉 ち を ほ しい ま まに す る 以 外 手が な か った。 あ げ

くの 果 に,か れ らは,民 衆 の 敵 に 転 落 した の で あ った.こ の 時,こ の 東 北 抗 日連 軍 の 中 で,韓 人 と し

て,一 番 多 くの事 件 を起 こ して有 名 に な っ た人 物 は,第1路 軍 第2軍 第6師 団長 の 金 日成 で あ っ た 。

か れ は,1937年6月4Hの 夜,威 鏡 南 道 甲 山郡 普 天 墜 を 襲撃 した 人物 で あ る。 か れ は1937年11月13

日に 戦 死 したnか れ の 戦 死 と共 に,そ の あ と を継 い だ もの が,金 日成 とい う名 前 ま で継 承 し,第 玉

路 軍 第2方 面 軍 長 とな っ て,数 々 の 事 件 を引 き起 こす が,ig40年 末,ソ 連 へ 渡 り,解 放 前 に,そ こ で

死 亡 した(北 韓 の金 日成 は,主 に この 二 人 の 金 日成 の 経 歴 を,美 化,変 造 して,自 分 の もの と し

て い る)e

1940年 末,東 北 抗 日連 軍 が 総 崩 れ に な り,3百 余 名が 残 って ソ連 に 逃 亡 した 時 そ の 中 に は韓 人 た

ち も百 名 位 い たnこ れ ら は,ソ 連 に よ って再 訓 練 され,中 に は 諜 報 活 動 の た め,再 び 満 州 に 派 遣 さ

れ,逮 捕 され も したth

8・15解 放 を 迎 え,ソ 連 軍 が,か れ らを 北 韓 に 連 れ て きた 時,そ の数 は60～70人 程 度 で あ った.こ

れ ら を称 し て,東 北 抗 日連 軍 系 共 産 主 義 者 とい うが,現 在 も,北 韓 を統 治 して い る金 日成(本 名金

聖 柱,東 北 抗 日連 軍 当 時 の 名 は 金一 星)を は じめ,崔 庸 健,金 策,崔 賢,金 一,姜 健,朴 成 哲 等 が

代 表 的 面 々で あ る.こ れ らの 中,崔 庸 健 は 病 死,金 策 は6・25動 乱 の時 謀 殺 され たe1982年 の 崔 賢 の

死 も謀 殺 説が 有 力 で あ り,姜 健 は6・25当 時 戦 死,金 一 は1984年3月 死 亡 した 。 朴 成 哲 だ けが,今

も,金 日成 の 傍 に い るe

韓 入共 産 主 義 運 動 の もう一 つ の 脈 流 は,1940年 代 前 半 に,中 国 華 北 に お い て,そ の根 が 育 っ た。

1930年 代 中葉 に お い て,国 民 政 府 管 轄地 域 の あ ち こち で抗H戦 線 に加 担 して いた 韓 人 共 産 主 義 者 た

ち は,30年 代 末か ら,華 北 の延 安 に あ った 中 共党 の韓 人 幹 部 だ ち と連 絡 を と りなが ら そ の 地 に 集 結

し始 め たeか れ ら は,中 共 党 支 援 下 の,抗 日戦 線 参 加 を熱 望 した の で あ った.

51



52

1941年1月,か れ らは延安で,華 北朝鮮青年連合会を発足 させ,翌 年7月 には,こ れを朝鮮独立

同盟 と朝鮮義勇軍に発展させた。その総数は3百 人内外であったn

朝鮮独立同盟は,華 北の諸方へ組織網をひろげ,韓 人たちの糾合に尽力した。朝鮮義勇軍は,中共

党の八路軍の各部隊に配合されて,工 作を始め,ま た,直 接対H戦 闘にも参加したn戦 闘において

は,相 当数の戦死者 も出した。

H本 が敗亡するや,か れらは,中 共党の指図により,満 州に進出,韓 人青年たちを朝鮮義勇軍の

傘下に糾合 し,そ の勢力が一時相当の数に増えたこともあるe,こ の中,ど れ位の者が北韓へ帰って

きたかは 分 りようがないeと ころで,こ れらを称 して,延 安派共産主義者 というが,金 科奉,武

亭,崔 昌益,韓 斌,朴 孝三,朴 一萬,許 貞淑,金 昌満等がその代表的面々である。

この うち,武 亭は,6・25動 乱の時,謀 殺されたし,許 貞淑だけが,今 生 き残 っているだけで,残

りは全部,濡 衣を着せられて粛清されたのである。

w。

1945年8月15日 の 解 放 と同 時 に 訪 れ た 政 治 的 自由 の時 節 に お い て,ま っ さ きに 登 場 した 政党 は,

そ の年 の9月11日,ソ ウル で発 足 した,朴 憲 永 を 党 首 とす る,朝 鮮 共 産 党 で あ る 。

1928年 の12月 テ ー ゼ 以 降,韓 入 共 産 主 義 者 た ちが,そ れ ほ ど 熱 望 し た 朝 鮮 共 産 党 の 再 建 で

あ り,N帝 下 に お いて も,解 放 後 に お い て も,韓 民 族 の 歴 史 は,い つ も,ブ ル ジ ョア政 党 よ りは 一

歩 先 ん じ,プPし タ リア政 党 が,先 に 出 現 す る,逆 順 の 歴 史 で あ った 国 内 派共 産 主 義 者 た ち か 、全

て,こ の再 建 され た朝 鮮 共 産 党 に参 加 した こ とは 言 うまで もな いe

-一'ts
,ソ 連 軍 占 領 下 の 平 壌 では,ソ 連 軍 当 局 の 繰 りの 下 に,東 北 抗 日連 軍 系 共 産 主 義 者 た ち と北

韓 地 域 の 国 内 派 共 産 主 義 者 た ちに よ り,1945年10月10日 か ら13日 の 間 に,朝 鮮 共 産 党 北 朝 鮮 分 局 を

発 足(今 日,朝 鮮 労働 党 の 創党 記念 日が10月10Hに な って い る経 緯 は こ こに あ る)さ せ,ソ ウル の

党 中央 の朴 憲 永 あ てに 祝 電 を 打 った 。 朴 憲 永 は,10月23日,北 朝 鮮 分 局 を承 認 した.

この 時,北 朝 鮮 分 局 の事 実 上 の 中心 人物 は,今 の 北 韓 の 金 日成 で あ ったが,ソ 連 軍 当 局 は,ま

だ,か れ を,す ぐ責 任 者 とし て押 し立 ては しな か ったn金fli成 は,そ の 年 の12月17Hの,第3回 拡

大 執 行 委 員 会 に お い て,朝 鮮 共 産 党 北 朝 鮮 分 局 を北 朝 鮮 共 産 党 と改 称 す る と同 時 に,初 め て,そ

の 責 任 秘 書 と して 表 面 に 浮 き出 なが ら,ソ ウル の 中 央 党 か らの 独 立 を期 した の で あ る 。

解 放 の 年 の,晩 秋か ら 初冬 に か け て,平 壌 に 到 着 した延 安 派 共 産 主 義 者 た ちは,{946年3月30

日,別 途 に 朝 鮮 新 民 党 を 発 足 させ,北 緯 各 道 に 組 織 造 りを 展 開 した.そ して,ソ ウル に 人 を つか わ

し,7月 に は,南 新 民 党 を 発 足 させ た。 南 北新 民 朝 鮮 党 の政 綱,政 策 は もち ろ ん,共 産 党 の そ れ と

大同小異のものであ り,従 って,南 北にはそれぞれ二つずつの共産党が出現したわけである。 これ

は,一 国一党を指向する共産党 としては,あ りえないことである。それで まず,北 朝鮮共産党は

朝鮮新民党 と合党することにより,そ の年の8月 ,北 朝鮮労働党として出帆した。一方 ソウルの朝

鮮共産党は南朝鮮新民党と,そ して,当 面の 路線が 似通っていた 朝鮮人民党 と合党することによ

り・ 同 年11月 ・ 南 朝 鮮 労働 党 と して 出発 しk e　これ に よ り,南 北 には,ま ず,各 々 一 つ ず つ の 労働

党 とい う名の共産党が存在することとなったのであるが,こ れは,ソ 連軍が,か れらの利益代弁者

として押 し立てた金H成 に,独 立した共産党を手中にさせ ようとした その計画においてまずは,一

大前進を見たのであった.こ の時,北 朝鮮労働党には,ソ 連軍が,北 韓に,共 産政権を打ちたてる

ため,ソ 連から呼び入れてきた,多 数の2世 韓入も加担したのであった。

事実,ソ 連当局は,初 めから,北 韓に,独 立した共産党 と,独 立した政権をたてるのが目的であ

ったn自 分たちのフトコPの 申で養育して連れてきた東北抗 日連軍系共産主義者たちを主軸とする

方針であった.

しかし・一握 りの,そ の勢力では,そ れは,到 底不可能であった.そ れがため,ま ず,国 内派共

産主義者たちと合作させるしかなかったeこ のような企みのため,初 めは,致 し方な く,朝 鮮共産

党糊 鮮分彫 して醗 させる以外勃 ミなか・たのである嵌 の鵬 として
,醐 ヒ共競 を分鵬

立させるため,延 安派共産主義者たちをして,別 途に共産党を組織 させ,統 合の必要性を作るよう

にすることであった。延安派か ,ソ 連軍政下で,朝 鮮新民党 という一つの共産党を組織することが

できたのは,ソ 連軍当局の許可とか,そ そのかしなしには不可能なことであった。南韓にも,同 じ

ような必要性を造成 させるため,南 朝鮮新民党を組織するように計ったのはもちろんである。

南北新民党が,そ れぞれ,発 足 して,わ ずか4,5ヵ 月の後,南 北共産党に統合されて しまった

のを見ても,こ の間の事情は推察して余 りある。

ソ連の韓半島政策は,ソ 連軍が,1946年2月 に,既 に,金 日成を委員長 とした北朝鮮臨時人民委

員会 という名の,金 日成政権をつ くりあげたことに,歴 然 と現われている。

韓半島共産化の基地として,北 韓を掌握して置 こうとの ソ連の計画は,国 連総会が,南 北韓総選

挙による,統 一独立政府の樹立を決定 した時,金 日成をして,そ れを拒否するようにしたことに,

より明白に露呈されたのであったet

ところで・このような措置によって・初めて・ 漣 の計略がその顔をのぞかせたのではか ・
。実

は,ソ 連が,北 韓を占領 して,わ ずか2ヵ 月目に,本 名金聖柱,通 名金一星とい う無名の青年を

「金賊 騨 」に偽装澄 場させて大・的な歓迎蛤 をueSよ うにし塒 既に
,そ の講 嫌 岡

不動の実践段階に突き進んでいたのであった。

南北総選挙案に対する北韓側の拒否に より,南 韓だけの選挙が実施され,1948年8月15日 ,大 韓

民国政府が樹立された・9月9H{・ こ一 瞬 では講 っていたとぽカ・り,既 に設立されていた翻 成

政権を公式化させたr/
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これ に 先 ∵・v.,「ll・i朝鮮 万働 党 の 大 部分 の 指 ノ、、i翻:と 活 動 分 ∫は,鴻47年 と48年 に 、既 に,平 眩 へ

とぶ か,地 下に深 く潅 ・て い た,.革 命4藻 の 遂 行 との 名 分 に よる 、 犯 罪 行 為 に 対す る 広 範 囲 の 検 挙

と逮 捕 令の 発動 の た め と,金 日成 政 権 へ の 参 与 の た め で あ..た.朴 憲 永 を 初め と した 南 朝鮮 労働 党

の最 高 幹部 た ちか,金 日成 を 首班 とす るそ の 以 権 に,補 助 者 とLて 参 与 した の は 言 うま で もな い.

幾 筋 もの 共 産'義 者 た ち を,総 網 羅 した 政 権 の 首班 に 上 っ た,金 日成 の,次 のE}的 は 南 北 韓 の 共

産 統 一一diであ ったcこ れ が た め の 先 決 問 題 は,南 北 労働 党 の統 合 で あ っ た.

1949年6月30日,平 壌 で行 わ れ た 北 朝鮮 労働 党 と南 朝鮮 労働 党 の合 併 と,そ れ に と もな う朝 鮮 労

働 党 の 誕 生 は,南 朝 鮮 労働 党 の 大 方 の 幹部 た ちが 平 壌 に集 結 した お り,ま た,金 日成 政 権 に 参 加 し

て い た とい う事 実か ら見 る時,そ れ は形 式 的 な 手続 に過 ぎな か っ た と見 る こ と も で き る.

しか し,他 の 観点 か ら 見れ ば,北 朝 鮮 労 働 党 時 代 に は,わ ざ と第2人 者 の 位置 に あ った 金 日成

が,朝 鮮 労 働 党 に 至 り,遂 に,委 員長 とし て登 場 した と い う事 実 は,ソ 連 の 長 期 的 工 作 が,初 め て

実 を結 んだ とい う意 味 もあ るが,こ れ を も って,金 日成 は,遂 に,南 緯の 党 員 た ち に まで,党 首 と

し ての 権 限 を 行 使 す る こ とが で きる よ うに な っ た とい う こ とに,よ り現 実 的 な 意 味が あ った.

一 方 ,ソ ウル に は,南 朝 鮮 労 働 党 の 地 下 党 が残 って お り,そ の 指 導 幹 部 の 金1:三龍 と李 舟 河が 逮 捕

され た1950年3月 まで は,組 織 の脈 が 生 きて お り,た とえ,組 織 は 破壊 され た とし て も,四 方 へ 散

った 党 員 は 多 か った.

しか し,こ の よ うな意 味 よ りも,よ り決 定 的 意 味 は,朝 鮮 労 働 党 とい う単一 的 共 産 党 の 誕 生 が,

ソ連 と金 日成 に,韓 半 島共 産 化工 作 のた めの,統 一 した,党 的,組 織 的 担 保 を 確 保 で きる よ うに し

た と ころ に あ った.朝 鮮 労 働 党 が 発 足 した 日が,南 緯 か ら,米 軍 が 徹 収 を 完 了 した す ぐ翌 日 で あ

った とい う事 実 も意 味 深 長 であ り,よ り意 味 深 い こ とは,そ れ が,南 侵 戦 争 準 備 の進 行 と併 行 して

行 わ れ た とい う事実 で あ る。

V.

紆 余 曲 折 に 充 ちた 韓 国 共 産 主 義 運 動 の水 派 が,朝 鮮 労 働 党 に 至 り,金 日成 を頂 点 とす る組 織 に

整 備 され た 時,そ れ は 過 去 の運 動 の歴 史 を総 括す る 里 程 標 で あ っ たの で な く,将 来 の 目標 に 向か っ

て 突 進す る た め の,動 員体 制 の 出発 で あ っ た。

朝 鮮 労 働 党 の 前 に 横 た わ って い る 目標 は,も ち ろ ん,共 産 統 一で あ った.そ れ は,ソ 連 の 世 界 戦

略 の 一一・環 で あ り、 金 日成 に 与 え られ た 当 面 の 課 題 の 最 初の 関 門 で あ 一.たt一か れ らは,1950年6月25

日の 南侵 戦争 に 」:り,そ の 関 門 を突 破せ ん として 失 敗 した.と ころ て,惨 酷 な 戦 火 の 荻 の 上に 転 が

る 数知 れ ぬ 屍 身の なか に,意 外 に も,金 日成 に ょ り謀 殺 され た,朝 鮮 労 働 党 の 中 で 強 大 な 権 力を 握

っていた,指 導幹部たちが混っていた。 戦争の 失敗に 対する補償 としての,金 日成の勝利は,実

に,同 志たちの除去にあったのである。かれは,こ れにとどまらず,敗 戦の責任を転 嫁することに

より,も っと多数の力のある指導幹部を除去する こともできたのである。朝鮮労働党の発足が韓人

共産主義運動の総括とな り得なかったことをかれは,南 侵戦争を通じ,総 括でない,清 算に代替す

ることに成功 したのであった。

従って,金 日成の朝鮮労働党において,6・25南 侵戦争の重要な意味は韓人共産運動の真の歴史を

戦火の灰のなかに埋めてしまってもかまわないというところにあった。これは,同 時に,金 日成に

よって創始され,専 ら,か れによって領導されるという,新 たな韓人共産主義運動の歴史とい うも

のを捏造す る神話 創造作業の出発 でもあった。1952年4月 という時点で,朝 鮮労働党が,初 めて

内外に,大 々的に公式発表 した 金日成の,偽 造 された革命経歴というものの歴史的意味は,ま さ

に,こ こから探すことができるのである。

朝鮮労働党の革命的歴史偽造作業は,金H成 の偽造 された革命経歴を主軸にして,そ れを韓族の

近代史へと拡散させる作業に連繋された。これが,1958年9月,朝 鮮労働党によって発刊された,

朝鮮民族解放闘争史とい う,偽 造された韓族の近代史であ り,か つ,偽 造された韓人共産主義運動

史であるのであるn

歴史の進行を,こ のように深層分析して見る時,6.25動 乱とい う韓族の五千年の歴史における,

最大の悲劇が,実 は,金 日成には,最 大の幸運であったとい う事実が浮かび上る。民族の悲劇と金

日成の幸運の根が同じであるというこの事実のなかに,こ れから,こ の民族が,ど のように,歴 史

と対決して行かなければならないかとい う問題がか くされているのである。次の表は6.25動 乱の時

の人命被害をあらわ したものである。

〈軍人命被害〉

戦 死 巨 傷 失 踪 捕 劇 計 険 計

軍

軍

軍

軍

 

国

連

韓

共

 

韓

国

北

中

149,005

36,837

294,000

184,000

717,083

115,083

226,000

716,00e

132,256

1,554

9,634

6,267

112,000

31,000

Lll蠕}・ ・67
,・・9

;芸:馴 ・・56・…

〈民間人命被害〉

i死 亡 恒 殺 負 傷 拉　 Pt筋 不明 輕 計

韓 国

北 韓

244,6631128,936

・・6,・ ・Gi

229,625

1,594,000

84,532 303,212

680,000

990,968

2,680,000

南 北 を あ わ せ,軍 人 は 各1,167,719名 と1,563,000名(計2,730,719名),民 間 人 は 各990,968名 と

2,680,000名(計3,670,968i..),以 上 総 計6,401,687己 と い う驚 くべ き 人 命 被 告 の 悲 劇 を 経,加 え

て,翻 成 の 永 久 執 権 へ の 条 僧 糠 と韓 族 の 歴 史 捏 造 の ス タ ー1・が 始 ま っ た こ ・le#・ 余 りに も 苛 酷
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な運 命 で あ り,余 りに も 贔酷 な試 練 であ ったt/

共産 主 義 革 命 の 完 遂(即 ち,共 産 統 一 の 成 就)の た め に致 し方 の な い こ とで あ っ た と金 日成 と朝

鮮 労 働 党 は 言 うだ ろ うか,そ れ が成 功 しな か った と して で な く,成 功 した と して も,そ れ こそ,極

左 盲 動 冒険 主 義 路 線 の 極 致 であ り,ま た 。 人民 の た め の革 命 で はな く,個 人 の権 力 の ため の 暴動 で

あ った とい う歴 史 的評 価 だ け は 免れ なか った で あ ろ う,、

北 韓 に お け る歴 史 の 偽 造 作業 は,1958年 発 刊 され た 書籍 で終 った の では な く,そ れ は,実 に,大

々的 擦造 の た め の一 つ の習 作 に過 ぎず,か れ らの,歴 史 の 偽 造 作 業 は,年 を 追 って,よ り大胆 に,

よ り精 巧 に,よ り荘 厳 に な った の で あ る。 金 日成 個 人 だ け で な く,か れ の 先代 ら も,唯 一 無 二 の 歴

史 の主 人公 と して登 場 した.同 時 に,そ の 歴 史 の 偽 造 に 障 碍 とな る よ うな 人 物 は,順 を追 って,粛

清 され た.歴 史 は,常 に,因 果 の 法 則 に 従 う もの で あ るが た め,こ の よ うな 粛 清 → 歴 史 偽 造 → 粛

清 → 歴 史 偽 造 の 悪 循 環 は,つ まる と ころ,そ の 全 て を 隠蔽 す る こ との で き る,頼 りに な る担 保 を 必

要 と した が,朝 鮮 労 働 党 は,こ れ を,権 力iH;襲へ の 道 で探 しだす しか なか った の で あ る。 と ころ

で,こ の 権 力 世襲 へ の 道 に,ま た,必 要 とす る ものが あ っ たが,そ れ は,権 力 の 世襲 を 合理 化 す る

歴 史 的 後 押 しの構 築 で あ った.

1970年 代 に 入 って か らの 朝 鮮 労働 党 の,も う一一回 の,大 々的 な歴 史の 偽 造 作 業 は,即,こ れ に 対

す る答 え で あ った.1980年10月 の,朝 鮮 労働 党 第6回 党 大 会 に お い て,金 日成 親 子 世襲 体 制 を 公 式

化 した 朝 鮮 労 働 党 が,王981年1982年 に か け て完 成,発 刊 した 朝 鮮 全 史 の 近 代 篇 と現 代 篇 は,ま さ し

く,か れ ら の 権 力 世 襲 を 歴 史 的 に 後 押 しす る ため に,偽 造 され た現 代 図 書 の 今 まで の う ちの 最

も荘 厳 な る 決 定 版 で あ る 。 原 始 時 代 か ら 始 ま り,1980年 現 在 に 連 な る5千 年 間 の 全 史 に お い て,

1860年 代 か ら1945年 の 解 放 に 至 る ま で の,80余 年 間 の 歴 史が,全 体 の 分 量3分 の1を 占め,そ の

3分 の1の うち4分 の3は,金 日成 とそ の 一 家 の 歴 史 で うず め られ て い る 。再 言 す れ ば,韓 民 族

の 最 も険 難 だ っ た 時 代 の 歴 史 が,す べ て,金 日成 一 家 の 歴 史 で綴 られ て い る の で あ る 。 この よ う

な,途 方 も な く,偽 造 され た 歴 史 の 上 に,一 共 産 党 の 権 力 の 正 当性 が 築 か れ た と い う事 実 は,世

界 で,そ の 類 例 の な い こ とで あ る。

wue

以 上,韓 人共 産 主 義 運 動 の 歴 史を 概 観 した が,こ こで,そ の 歴 史 の 穴か で,そ の 運動 の特 質 を,

再 び,要 約 す れ ば,次 の よ うに結 論 づ け る こ とが で き る で あ ろ う,

第1,日 帝 の 圧 迫 の な か で,解 放 と独 立 を渇 望 した 韓 人た ち で あ 一た が た め,ソ 連 の 弱 ・ト民 族 解

放 の ス ロー一ガ ソに魅 了 さAl,　ア ジ ア地 域最 初の 共産 党 組 織 を 造 りだ した の が,韓 メ、共 産 主義 者 運 動

で あ る,

第2,し か し,ソ 連 よ り,最 初 の背 信 に 接 した の も韓 人共 産 主 義 運 動 で あ る.こ の 背 信 は,コ ミ

ン テ ル ンの1928年 の12月 テ ー ゼに よる朝 鮮 共 産 党 の 承 認 取 消 に 連 な り,解 放 後 に は,韓 人 共 産 主 義

運 動 の 正 統 の 流 れ とは 無 関 係 の,金 日成 一 党 に,党 の 権 力 を 預 け る とい う背 信 行 為 に連 な っ た。

同 時 に,そ れ は,6・25動 乱 とい う,悲 惨 な 戦 争 ま で起 こす 悲 劇 に ま で 連 な る こ とに な り,ソ 連

は,韓 民 族 と韓 人 共 産 主 義 運動 に 対 して,終 始一 貫 して,背 信 行為 を くりか え した の であ る。

第3,韓 人 の共 産 主 義 運 動 は,理 論 に 対 す る学 習 や 研 究 が 行 われ 得 る よ うな 余 裕 が な く,直 ち

に,行 動 に 移 され る とい う過 程 を踏 ん だが た め,共 産 主 義 に 関 す る 著 述 は も と よ り,論 文 一 つ 出た

もの が な い.そ れ ば か りか,韓 人 自 らが 提 起 した テ ーk'一一つ な い.

この よ うな状 況 は,現 在 の 北 韓 に お い て も,全 く,同 様 で あ るnか れ らは,思 想,理 論 面 に おい

て,い わ ゆ る,マ ル クスー レー ニ ン主 義 書 庫 に 残 し得 る 論 文 一 本生 産 し得 な い で い るの であ る。

第4,餉 述 した よ うな 事 情 の 当 然 の帰 結 とし て,共 産 主 義 を,単 な る,行 動 の ス ロ ー ガ ソ と して

受 け 入 れ る結 果 を生 ん だ.そ れ も,極 め て感 情 的 な 行 動 の ス ロー ガ ンで あ った.

第5,頭 が 空 っぽ の 上 に,感 情 的 行 動 の ス ロー ガ ソに だ け 落 ち入 る こ とに よ り,い わ ゆ る,革 命

運 動 は,自 然,極 左 盲 動 へ 流 れ る しか な か つた.殊 に,治 安 が 行 き届 か なか った 満州 の韓 人 社 会 に

お い て,、この よ うな 傾 向が 強 か ったfi　　この よ うな 傾 向 は,1933年 以 降,中 共 党 の満 州 組 織 が 抗 日軍

事 路 線 を 取 る や,よ り一 層悪 化 した。 抗 日 と革 命 の美isの 下 に,殺 人,拉 致,放 火,強 奪 等 の匪 賊

的 行 為が ほ しい まま に行 われ た の で あ っ たe

第6,1920年 代 後半 と1930年 代 の,前 述 の よ うな嘆 か わ しい風 潮 と行 為 が は び こっ てい た 状 況 の

なか で成 長 し,ま た,そ の 行 為 の一一員 で あ った 金 日成 の よ うな盲 動 分 子 が,韓 人 共 産 主 義 運 動 の正

統 を押 しのけ,解 放 され た この 国の 共 産 党 の首 領 とな る こ とが で き た こ と,こ れ また,他 に 類 例 の

な い 特 質 であ る。 朝鮮 労 働 党 は,韓 人共 産 主 義 運 動 の 最 悪 の 遺 伝 因 子 に よる 党 で あ り,そ の 党 首 の

金 日成 は,最 も劣 悪 な 資 質 の 人 物 で あ る。

第7,こ の よ うな 悪 の 歴 史 を 善 の 歴 史 へ と改 善 す る た め の 契 機 が,6・25動 乱 で あ った。 金 日成 と

そ の 党 は,6・25動 乱 を 通 じ,過 去30年 間 の 共 産主 義 運 動 の 真 の 姿 を 無 へ と清 算 し,新 た な共 産 主 義

運動 の歴 史 を 創作 した 。民 族 の 悲劇 が,金 日成 一 党 の 幸 運 と源 を 一 つ にす る とい う,厳 然 な る 事 実

が 生 まれ た の で あ る。 か れ らは,こ の よ うな 事 実 すべ て を,最 後 まで 隠 し,か れ らの偽 造 され た正

統 性 を最 後 ま で守 るた め,世 襲 執権 態 勢 ま で 確 立 して置 い た の で あ る。

第8,従 っ て,こ れ ら全 て の悪 の特 質 を清 算 し,民 族 の 幸運 を 開 拓 して行 くた め に は,金 日成 親

子 体 制が 清 算 され な けれ ぽ な ら な い 。 これ に よ ってだ け,南 北 間 の 対 話 と交 流 の時 代 が 訪 れ る こ と

が で き る。 対 話 と交 流 が あ っ て こそ,勝 共 思 想 を伝 播 す る こ とが で きるe北 韓 人 民 の,悪 質 な 共産

思 想 に染 っ て い る体 質 を 改 革 す るた めの,勝 共思 想 の 伝 播 の道 が 開 かれ る時,初 めて,韓 半 島 に,

勝 共 統 一 の 朝 が くる.

「
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ア ジ アの 歴 史 は,韓 半島 を 支配 す る 者 が ア ジ アを 支配 して きた こ とを 見 せ つ け て くれ る.こ の 韓

半 島 を,共 産 主 義 に 支 配 させ るか,勝 共 主 義 に よ り支 配 す る よ うに す る か.わ れ わ れ 全 てが,ア ジ

ア に,勝 共 楽 園 の実 現 を知 らせ 告 げ る新 しい 朝の 到 来 を 待 ち こが れ て い る 。 これ が た め,わ れ わ れ

は,ま ず,金 日成 父子 体 制 の 清 算 か ら,勝 共 運 動 の 標 的 に しな け れ ば な らな いfi
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ヤ ンパ ンの面

SESSION　 2

李 命英教授 に対す る
コメン ト

中 川 学
(一橋 大学 中国経済史)

李先生は 「四人の金日成」 とい う日本語にも訳された著作で一部の日本の識者には知 られてお

りますが、今 日お話 しにな りま した韓国における共産主義運動の歴史については、ほとん ど知 ら

れていないと思います。また日本だけでな く、世界の共産主義運動史研究者を調べてみましたけ

れ ども、例えば、アメリカにおいて今一番主導的な共産主義運動史の研究者の代表であるハーバ

ー ド大学のベンジャミン ・シュオル ッ教授の著作にも出ていません。それから主 としてイギ リス

で活動 しているスチュアー ト・シュラム教授の著作にも出ていないのです。ですから、私達は、

この会議において非常に貴重な事実を教えていただいたとい うことでありま して、まず最初に こ

の事について深 く感謝申し上げたいと思います。

本会議が済州島において開催されたとい う事を考えてみます と、私は日本人として胸の痛む思

いにかられるのでございます。 もちろん戦争中の事は言 うまで もあ りませんけれども、1948

年の二月に国連が南北の韓国の総選挙に よって統一独立政府を樹立 しようとい う採択をしたので

すが、これに対 して、 ソ連が後押 しを して、四人目の金 日成を支持 し、国連のその案を拒否 した

ところから、南だけの独立選挙とい うことにな りまして、それに抗議する運動が、この済州島に

おいて激 しく行なわれ、四 ・三のあの痛ましい出来事か ら一年間あま りに八万人もの、島民の三

分の一の方 々が亡 くなるとい う悲劇を起 して しまったのです。その一番深い原因は、やぱ り日本

の誤った支配にあったとい うことを考えます時に、追悼の祈りにかえてこのコメントをさせていた

だきたいと思っている次第であ ります。

昨 日、李相憲院長が、言われましたように、確かに狭い民族主義に囚われることは良 くあ りま

せん し、私達は これを越えて、グローバルな平和を真に構築する為に努力 してゆ くわけですが、

しか し、やは り歴史の事実に関しては、 これを直視す るとい う勇気を持たなければならないと思

います。ただいま李先生が、御指摘されま した ように北韓は歴史を改 ざん し、捏造 し,そ の果て

に何 と朝鮮歴史全体を書き換えて しまってお ります。 この報告書に も書かれていますが、 とにか
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